
１、はじめに

モリンガ（Moringa oleifera）は、インド原産の

亜熱帯性植物である。アジア、アフリカ各国では

葉・花・果実が食品として用いられるほか１―５）、種

子からは油脂が採取され、日本でも近年沖縄で栽培

がなされてきている。主に熱帯から亜熱帯にかけ、

葉と花を香味野菜として摂食されている。モリンガ

葉にはビタミン A や C、β―カロテンを豊富に有し、

ミネラルとしてカルシウム、鉄、カリウムが豊富で

ある６）。そのような中、筆者は昨年度本紀要にてモ

リンガ葉の水蒸気蒸留水中に含硫黄成分を含んでい

ることを報告した７）。今回はモリンガの有効利用方

法の検討として生体調節機能評価を行うこととした。

評価方法としてモリンガ葉について SOD 阻害活

性８―１０）を測定すると共に、総ポリフェノール含量

（Folin―Denis 法）１１，１２）で測定した。またポリフェノ

ールの概要を Tof―MS で分析を行った。以上の結

果から亜熱帯性植物モリンガの生体調節機能の可能

性について評価した。

２、方法

（１）モリンガ葉サンプル

モリンガ乾燥葉０．３５g に熱湯１００℃、１５０ml を

注ぎ２０分間抽出した。それをさらにメンブランフ

ィルター（アドバンテック株式会社 アセテートセ

ルロース 孔径０．４５μm、直径φ４７mm）でフィル

タリングしたものを原液サンプルとした。

これらを５倍容に薄めたものをサンプルとして使

用した。

（２）SOD 阻害活性分析方法：

各種サンプルにおける Superoxide dismutase

（SOD）の活性酸素消去活性を、SOD Assay Kit

WST―１（Dojindo Molecular Technologies, Inc）を

用いて測定した。測定方法は測定キットに含まれる

Technical Information に従った。

Ⅰ、測定溶液調製方法

WST solution１ml を Buffer solution１９ml で希

釈したものを WST working solution とした。En-

zyme solution をピペッティングにより混合した後、

１５μl を取り、Dilution buffer２．５ml で希釈したも
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のを Enzyme working solution とした。

Ⅱ、活性酸素消去活性測定手順

９６穴マイクロプレートの各 well に、サンプル溶

液（sample、sample control）もしくは DDW（dou-

ble distilled water）を２０μl ずつ入れ、WST work-

ing solution を２００μl ずつ加えピペッティングした。

Sample control と blank control の well に Dilution

buffer を２０μl ず つ 加 え た。Sample と blank の

well に Enzyme working solution を２０μl ずつ加え、

３０秒後にパーソナルインキュベーターに入れて

３７℃、２０分間インキュベートした。インキュベート

後、２７秒後にマイクロプレートリーダー（BIO―RAD

Model５５０）を用い、波長４５０nm で吸光度を測定

した。阻害率（％）は下記の計算式に吸光度を代入

して算出した。

活性酸素消去活性（阻害率％）＝［（Ablank―Ab.c.）―

（Asample―As.c.）］／（Ablank―Ab.c.）×１００

で計算を行った。

（３）総ポリフェノール含量（Folin―Denis 法）

測定方法：

総ポリフェノール含量は Folin―Denis 法１１，１２）に準

拠し、没食子酸を標準物質として検量線を作成した

後、定量を行った。モリンガ茶５倍容抽出液０．４

ml に１０％ Na２CO３溶液０．４ml、水３．０ml、フォー

リン試薬０．２ml を加えて全量４．０ml とし、よく混

和後、室温で３０分間放置し、７００nm における吸光

度を測定した。別に没食子酸（和光純薬製）を標準

物質として用い検量線を作成した。全てのサンプル

は２点作成し、その平均結果から総ポリフェノール

含量を算出した。

（４）LC―MS 測定方法：

Analytical Instruments : Waters Xevo QT of MS

Column: GL Science Intersil ODS―３ ４．６＊２５０mm

ColumnTemp.４０degree

refrigerator ColumnTemp.１０degree

Elute late：０．５ml/min

A：０．１％ V/V formic acid in water

B：０．１％ V/V formic acid in acetonitrile

A：B９０：１０→B：１０％↑／５min ３０min

B：Elute：１０→６０％

３、結果

SOD 活性の結果から、モリンガ茶抽出物には

１５０ml に０．３５g、す な わ ち２．３３mg/ml で６４．５％

の活性酸素消去能が存在した。また濃度勾配を検討

し０．４６７mg/ml で２７％ の活性酸素消去能が存在し

た。検量線を引いたところ、以下のようになった

（図１）。この検量線から、モリンガ茶の５０％ 活性

酸素消去濃度は１．７７mg/ml であることがわかった。

モリンガ茶５倍容抽出液は吸光度が平均０．０８９で

あった。没食子酸の検量線（図２）から、モリンガ

茶５倍容抽出物には１．９１mg／１００ml、すなわちモ

リンガ茶の元の濃度では総ポリフェノール含量は

９．５７mg／１００ml であることがわかった。このお茶

は抽出時の濃度であるため、お茶そのものの含量に

換算すると、没食子酸換算で４．１０７g／１００g、すな

わち、２４０μmol/g であった。

ToF―MS の結果から、成分の分子組成が明らか

になり、ACD MS マネージャで分子の検討をした

ところ、５．００４分にカテキンが、５．５分にイソフラ

ボンが予想された。また、その他４か所でポリフェ

ノール関連の物質（２―フェニルクロメニウム）が予

図 1 モリンガ茶における SOD活性の検量線
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想された。今後、これらの成分については具体的に

成分決定をしたい。

４、考察

今回、亜熱帯性植物モリンガの生体調節機能評価

として抗酸化活性を検討した。SOD 活性、総ポリ

フェノール含量からモリンガ茶はお茶で煮出す濃度

（３５０mg／１５０ml、すなわち３．５g／１．５L）で抗酸化

活性があった。お茶にはポリフェノール類が多く含

まれているため、活性酸素消去能があったのではな

いかと考えられる。なお、今まで報告されていたの

は、モリンガ生葉（新葉）での活性酸素消去能であ

る１３）。この新葉の報告ではビタミン C 含量および

全フェノール含量が多いと活性酸素消去能が高いと

結論付けていたが、今回は乾燥葉であり、これはむ

しろポリフェノール類の方が活性酸素消去能を引き

出した可能性が高そうである。ビタミン C は加熱

などに弱いため、乾燥葉には残りにくいと考えられ

る。

一方、日本の山野草を検討した文献１４）によると、

ポリフェノール含量が多いほど、抗酸化活性が高い

という文献がある。これらの文献から鑑みるにモリ

ンガ茶も山野草程度のポリフェノールを含んでいる

ことがわかった。

以上のことから、モリンガ葉の熱水抽出物から生

体調節機能として抗酸化活性が評価できた。この活

性は熱水抽出物を濃縮せず、お茶としての飲用でそ

の可能性が示唆された。
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図 2 総ポリフェノール含量検量線

図 3 モリンガ茶における ToF―MSの結果と ACD MSマネージャでの分子予想
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